
　近年，脱炭素社会実現に向けて，化石燃料を使用しない工業プロセスの開発が
盛んである．水素ガスは燃焼させても二酸化炭素の発生しないクリーンなエネル
ギーとして注目を集めており，水素を燃料としたバーナーおよびそれを搭載した
加熱炉が注目を集めている．この水素のキャリアとして注目されているのがアン
モニアであり，アンモニア分解技術を搭載した水素ステーションの建設が検討さ
れる等，水素ガスのサプライチェーン構築が期待されている．
　本特集では，アンモニアからの水素製造技術等について基礎研究およびその社
会実装の取り組みを紹介する．
� （特集担当委員：米津麻紀・柳田さやか・横山智康）
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